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3.5'Cr-RBC、1311-HSAおよび67Ga-citrateの炎

症巣集積の比較

51Cr-RBC、1311-HSAと67Ga-citrateの炎症巣集積

率を図II-5に示した。これからわかるように炎症巣中の51Cr-RBCは

極めて少ないが、】3】I-HSAと67Ga-citrateは静注3時間後

までの集積率は類似している。67Ga-citrateは3時間後も増大を

10．0

8.0

6.0

０
０

●

●

４
２

（
。
の
い
◎
℃
訳
）
当
呵
』
①
エ
甸
一
。
．

１
町
く
刊

67Ga-ci!ra!e

で

判

ａ
計
０、『

、
■
０
、

、
、

、

ｕ
『
１
０
争
Ｙ
ｄ

ｒ

ｅ
』

Ｃ

ｓ
一一
今
ｄ

ｎ
》
Ｏ

ａ
－
０

口
白
日
■
８

ｍ
》
Ｑ
Ｄ

ｕ
一ｈ
、
ｄ

一
一
、
ｅ

』

ｒ
Ｕ

▲
１
０
０
』

●
■
０
一

一
毛
日
》
』
。
●
■
も

６
０
一
一
α

』
ｒ
Ｕ

、
一

一

一
ｒ
Ｏ

』

Ｃ

淵
肌
＃
＃
対
‐

|bumin

？－－-'------℃

24hr13

Timeaiteri.v.injeClion

67Ga-Citrate，
Ti_mecourseof七heuP七akerates

51Cr－ra七bloodl31工一humanserumalbumi_nand

cellininflammatorylesion.

67Ga-Citrate(O); 131I－humanserum

51Cr-ratbloodcell(A)albumin(O);

Valuesrepresentthemeanj=SDC至至iveanimals

Fi9・工工－5

１
１
…
１
１
↑
！
！
！
！
‐
●
１
．
１
１
１
塵
・
Ｉ
ｌ
ｉ
３
ｉ
１
５
３
画
４

animals.

-39-





1

炎症組織単位重量あたりの血管内の13!I_HSA(%dose/g)

（1）×血液中13]I-HSA(%dose/g)
－－－－－（2）

ﾆーー

100

炎症組織単位重量あたりの血管外の131I-HSA(%dose/g)
＝炎症組織19中の】3】I-HSA(%dose/g)-(2)----(3)

ここで炎症組織中での血管内】3ⅢI-HSAの血管外への漏出指数を次のよ

うに定義した。

炎症組織中での血管内Ⅲ311_HSAの血管外への漏出指数=(3)/(2)

各臓器組織について炎症組織の場合と同様な計算を行い、静注10分、1時

間、3時間、24時間の各時間後についての値を表II-6に示した。
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の部位に炎症細胞が存在しなくても多量の67Gaが存在することから、その

部位の酸性ムコ多糖に67Gaが結合しているであろうと報告していた。

そこで我々は67Gaの炎症巣への集積にこの部位の酸性ムコ多糖が重要な

働きをしているであろうとの予想のもとに、まず67Gaの炎症巣への集積状

態を把握し、ついで好中球の役割、従来から言われている炎症組織での血管

の透過性の冗進の確認について実験を行い上記の結果を得た。全身オートラ

ジオグラフイの結果、67Gaは炎症巣の辺縁部（炎症巣の中の外側）に密集

しており、中央部付近にはわずかに認められるのみであった。テレビン油皮

下注入後5～7日目のもので行ったところ集積が多かった。炎症巣をマクロ

オートラジオグラフィで観察した結果、テレビン油皮下注入後2～7日目の

ものでは、膿瘍の辺縁部（膿瘍の中の外側）等に好中球の密集部が存在して

いたが、この部位に67Gaの特別多い集積は認められず、このことから、

67Gaの炎症集積に好中球は重要な役割をしていないことが明白となった。こ

の好中球の密集部の外側に好中球およびマクロファージの浸潤した皮下組織があり、

この部位に多量の67Gaが集積していた。この好中球およびマクロフアージの皮

下組織への浸潤はテレビン油皮下注入後の時間とともに強くなり、広範囲になるが、

5～6日目頃を境に減少し縮小してくる。従来、67Gaの炎症集積に好中球が重要

な役割をするといわれていたが、膿瘍の辺縁部（膿瘍の中の外側）の好中球の密集

部と67Gaが多量に集積する皮下組織（好中球およびマクロフアージの浸潤部）

が隣接しているために、この67Gaの集積部位を好中球の密集部と誤認したもので

あろう。ミクロオートラジオグラフイの結果は好中球の密集部には67Gaは非常

に少なく、マクロフアージの分布と67Gaの分布は一致せず、67Gaは細胞

間隙に67Gaを補足する何らかの物質があることが推定され、炎症組織には

酸性ムコ多糖が多いことから、この物質に67Gaが結合している可能性が考

えられた。一方、全身およびマクロオートラジオグラフィから、】311-

HSAは膿瘍中およびその外側の炎症組織に比較的広範囲に分布するが、

-43‐








